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第1表 形式, 定 格 標準 蓑
1.緒 口

従来から両統回路の短絡保護用遮断語詩として,克己中遮断器二日よび

高速度遮断器が用いられているが,短絡容量の大きな回路では,横

幕芹の保護の目的からすぐれた限流作用をもつ高速度遮断器を使用し

なければならない｡

日立製作所では高速度遮断器として,方向性遮断器だけでなく,い

ずれの方向の異常電流に対しても保護能力のある両方向性遮断器も

製作しており,これらは電気鉄道,化学工業および製鉄用の大容量

電動機の保護として広範閉に多数使用されている｡

以下日立高速度遮断器の定格,構造および動作原理を説明し,そ

の保守点検について述べる｡

2.形 式,定 格

弟1表に日立高速度遮断器の形式,定格標準蓑を示す｡またこの

適用例を弟2表に示す｡なお取り扱し､の参考用に末尾に付表11]i■仁
′

高速遮断器投入電流表,付表2投入川路電線丸付表3掛空卜札

付表4耐電圧試験を付加した｡

3.投入,引はずし動作

第1図は縞速度遮断器本体,第2図は制御盤の外観,第3,4図は

電磁操作式構造説明図およぴその結線図の一例を示す｡

まず方向性高速度遮断器について説明すると,閉路状態において

第3図(a)のように可動接触子が保持鉄山,抜取fにより保持さ

れ,投入バネの力で閉路している｡

主回路電流は上部端子‥･･‥一次吹消コイル･=‥個定接触‾ト…･可
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操作電源を主回路より取る方式で一般にDC1500V,750V,600Vが
ある｡

操作電源を別に設けられた直祝電源より取る方式で一般にDClOOV
である｡
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第2表 口立高速度遮断器の適用例

使 用 場 所
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第3国 電磁繰作式構造説明図(方向性遮断器)

動揺触子･･･…引きはずしコイルおよぴ苛立列に結ばれた腐導分路…･‥

下部端子を通って流れる｡

いま回路に異常電流が流れると,引きほずしコイルおよび誘導分

路の組み合わせにより選択性をもって接梅子が引きほずされ,可動

接触子は早切バネによって高速度に運動し,主接触了･ついでアーク

接触子の順に開離する｡このときアーク接触子間に発生したアーク

ほ,一次吹消コイルがrFる強い磁束によってアークシュート上部に

駆動され,二次アークホーンに達すると,二次吹消コイルが励磁さ

れてさらに引き伸ばされ,冷却されて消弧する｡小電流の遮断に

は,空気吹付装置でアークに空気を吹き付けて駆動させる｡

両プJ向性遮断器は,保持鉄心,接梅子部分が異なるのみでほかの

動作原理は方向性遮断器と同一である｡

3.1投 入 動 作

舞3図(b)閉路状態および第4図操作結線剛こついて説明する｡

CS(入)操作で54Ⅹが動作し,投入コイルが励磁されると,可動
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第4図 CF形B式操作結線図

接触子ほストッパを支′虫として投入バネに打ち勝って時計方向に回

転し,弟3図(c)のように接椅子が保持コイルによって励磁されて

いる保持鉄心に押し付けられて吸着される｡このとき,可動接触了･

よりの連係励作で補助開閉貨芹のa接点が閉じるので,54Yが動作し

投入コイルの励磁が解かれるが,接椅子が保持鉄心に吸着されてい

るため,可動接触子ほ投入バネにより,ピソを支点として反時計方

向に回転し閉路する(弟3図(a))｡

以上の投人動作をr⊥ゴ滑に行なわせ,按極子に衝撃を加えないよう

にオイルダッシュポットが取り付けてある｡

辛気操作式のものには投入用コイルの代わりに操作ピストンを設

けてあり,電磁弁を動作させて5kg/cm2の圧縮辛気をピストンに

加え,可動接触子を押し,接梅子が吸着されると,シリンダl勺の肝

締空気もを徐々に放出しながら投入動作を行なわせるので,オイルダ

ッシュポットは付属していない｡
3.2 引はずし動作

引はずし動作原理を方向性遮断景割こついて説明する(第5図)｡

常時,可動接触子は保持電磁石により早切バネに打ち勝って閉路
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第6岡 両方向性遮断器引はずし構造図

1立荷に保持されているが,[iil終に異常電流が流れると,援極ナに

おいては,引はずしコイルによる磁束¢が保持磁束¢′′を打ら消す

方向に働くので,保持力を失い,可動接触了･は甲切バネによって引

きほずされる｡軸方向性速断一器ほ葬る図に示すようiこ,′川土ずし

珊分に1‾[方向用,逆方向用の2偶の授権了せもち,‾∩ておよび逆方向

のプ与信電流を偶々に検出して引はずし動作を行なう構造である｡す

なわち異常電流が矢印の方向に流れると,引ほずしコイルによって

磁束¢1,申2が生じ 接極千①では保持磁火¢〃と¢1が合成され保

持力が増加するが,接極子②では如,¢2ほ打ち消し介い,保持力

が消滅し,早切バネによって引ほずし動作が行なわれる｡反対方向

の電流が流れると,¢1,¢2の向きが反対とな～),接梅ナ呵側で,

¢JJ,¢1が打ち消し合って引はずしが行なわれる｡

3.3 手動引はずし

方向性遮断器ではCSの拙作により54Zを動rFさせ,保持コイノー

を逆励磁させるが,この瞬間保持力が失われ開放動作する〔

両方向性遮断器は,自己保持現象が皆無であるため,保持電流を

断つのみで逆励磁を行なわない∩

3.4 選 択 性

過電流保護用遮断器ほ,短絡電流のような突進率の大きな電流

(たとえば3×106A/s)が流れた場合,電流日礁他に到達する前に開

放動作を起こし,単なる過負荷電流と選択して遮断する性質(選択

性)を備えている｡

選択性は第5,る図のように,引ほずしコイ′レと並列にインダク

タンスの人きい誘導分路を接続しておき漸進電流でほ,′川よザしこブ

イル,誘導分路,おのおの抵抗に反比例Lて分流するが,ノ突進ヰミ

の人きな電流に対してほ,誘増分路のインダクタンスのため,人部

分の電流が引ほずしコイルに流れるので,臼盛値より低い値で開放

励作を開始することができる｡

3.5 制 御 盤

膿晰附こはり､l二の操作に必要な櫻作継`竜㍑‡煩,屈折椚〃形開閉

:て:壬,ヒューズを仙鼓し,ドア表面に保持コイル川電流.汁,調紫机杭

器,開閉表示燈を付けたキユーピクル形制御盤(舞2図)を付属させ

るのが標準である｡

4.各部の構造および保守点検の要領

4.1接触子部分

姥触十.部分ほ第7図のように主接触子とアーク接触J∴よりなf),

アーク接触丁は▲1‾ミ接触十に先だって閉路し,遅れて開離するよう

2､一3mmのワイプをもたせてある｡ニト接触J′一にほ通電解量を岬人す

るため純銀収を淑って接触血の終年変化を防l卜している｡

アーク接触了･には銅,タングステンの焼紡r‡金を用いてあるの

で,大電綻の投人,遮断においてもアークによる損傷が軽微であ

る｡

短絡電流を遮断した場合および負荷電流を50回以上遮断した後

は,アーク接触千のワイプの確認(1mm以下は再調整,または取

り替え)をし,接触面が損傷している場合は統ヤスリまたは細L-lの

ヤスリで原形にならって修正する｡

損傷のはなはだしい7-ク接触了･をそのまま使用し続けると,二1二

接触丁が損傷することがあるので,早めに予備ん-1と交換すること∩

交換した際には必ずワイプを規定値にあるよう調性する｡

点検,ニト人の際は第8図のようにアークシュートを開けば磁気吹

消鉄心を椒F)はずすことができる〔

また遮断器を閉路状態におき,手動ハンドノしにより__l二下に楳作す

1'--ク柁触

タイコノタ/レ＼＼

ニゾ)部分をヤスりで

lJjl川ち■かJノワイフ‾を＼‾､

朋ヤ.竺する

∃:畑土

/
し

＼
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ると吋動揺触J･が開閉するので,ワイプの測定をすることができる`｡

4,2 アークシュート

アークシュートは,遮断時におけるアークを吹椚ニコイルの磁火に

エリて引き伸ばし,冷却させて消滅させるため耐アーク性のよいア

スベストセメント板をl勺張りし,接触丁部分の周り-11は特に耐熱恥

機械的強蛙,絶縁耐力にすぐLれたジルコン磁講話またほてイカレック

スを使用している｡

人電流遮断またはf与荷電綻を数多く遮断した緯は,-アークシュー

ト仙如こ金属粉が什右する場√‡があるが,こ川よ梅閃の絶線机机な

代卜させるので.指触J′･の朋州(仙帥をできるたけJム範附こ紙‾1'ス

リですり沸し榊.甘する∩7ノ､ベストヒメント肘の饗也ほ遮断性能に

なんら影響がない｡

J.3 小電流遮断用空気吹付装置

高速度速断掛£小電流遮断の際には磁瑞駆励が如くなる∩掛こ遮

断捌こ人電沈を通電後,逆ソJ向小′都充を遮断する場榊こほ磁気吹椚

鉄心の残留磁気によりアークが‾卜加こ駆動さjLることがある∩架気

‖川･矧掛よこJLらの小宅流遮断の際に送気シリン列勺の乍気を接触

イ･閃に吹き付けて,アークを駆動し消鉱させるものである｡

山検時は弟8図のようにアークシュートを開き,遮断旨;‡を開閉さ

せ接触-｢間に乍気が吹き付けられているか,また送㌔こピストンがl■+

榊こ動作しノているかを調べる｡

4.4 電流目盛と目盛試験コイル

電流日膳は主回路の電流を徐々に増加させて(漸進電流)遮断器

が引はずし動作したときの電流値をいうが,電流目盛の確認を現地

で子fなうのは困難であるため,日模試験コイルを引はずしコイル内

榊こ牌ナ,低f七 低電流で等佃柏勺に▲川よずL磁火を発年_させてl+鳩

十エッグを子Jなうことができる(第9図に対照例を示す)(

l】感チェックの際は卜記の順.序で測定を行ない,銘板記捌巨(ま

たほふ鳩奏成績表)を確認する｡万一狂いが生じた場合は,目盛詞懲

プラグをぬきさしして銘板記載値で′川まずし動作が行なわれるよう

に調整する｡調整後は調整プラグ止めで固定しておく｡

【1盛試験の順序と注意事項

(1)l一個試験コイルの楓性は端イ･記ぢ･Slを＋側,S2を一側

とする川■り∫向性遮断詩話ほ電線接続岡参照のこと)｡

(2)快打電流を定格値に合わせる｡

(3)電源ほできるだけ電圧に脈動のないもの(たとえば

を使用する｡

(4)電流計は0.5級以_とのものを使用する〔

(5)′竜流の増し力ほ電流伯がぶ己ム放れる柑皇にゆ′,くり卜げ弗

9図の例により1別†1i的に動作電流1順を流す㍍

(6).拭験コイルは1分淀格なので連続して佐川しないように汁

志する｡

4.5 保持電磁石部分

遮断㍑紬ミ閉路状態でほ,第5,る図のように似持磁火¢〃ほ半切バ

■-

つり

､ソ】

-･l

イ
義
山
甜
ユ
ニ
じ
湛
吋
㈹

(1)

(2)

1川1り 2()()り 3川l‥

馴l滅

.1川)り
5川〉†1

を納札故値(または試験成続表)の励rF屯流]鵜1試験こ=′L屯沈レ)L丈】

係より基準線を引く｡

動作電流目盛2,000Aの調整位置で試験コイルによる測定値が2･3A

であったとすると,動作電流値は2,300A相当である｡

第9図 目盛と試験コイル電流値対照例

日立高速吐遮断詩:‡のr米′､Ij:山炊

ネに抗して接梅子を保持鉄心に吸弟させて,一つの磁気回路を形成

している｡保持電流が一定であれば如も一定であるが,目盛調整

プラグをぬきさしすると磁気班抗が変化し,如を増減することが

でき,したがって′川よずし動作電流値(電流目盛値)を射ヒさせる

ことができる｡11盛伯ほ11盛調整プラグのぬきさしの長さで決定さ

れる｡

保持鉄心と接桂一fの吸着面は非常に精解な研摩がなされておf),

じんあいの付着,さびなどによる吸着状態の変化は,磁気鵬抗の変

化 すなわFJ‖礁の変化となる∩この吸着面にはさびIL用グリース

を射けして納人するので,傾脚寺ほ揮発性油を含ませた布で取りさ

.,たあと,乾し､た郎で十分に拭き′J捌こ榊争にしておかねばならないし･
州けで拭くとほこりをつける結躾になるのでやめていただきた

い｡万一さびを生じた場合ほ糾はゝい紙ヤスリで平均にすり落し,さ

らに′+､量の油を含ませた布で枇､浴した後,乾いた和で油ふもを十分

にぬく､■い収る｡

4.る 制 御 盤

適転･いほ常に保持コイル肝巌流計が架線位粁(定格保打電流偵)を

指ホしているよう調整紙抗器で調整する〔

雌作継電掛よ時々清掃を行ない,軸受,ビン榔分に給油をする｡

また接ノJよの手入れは紙ヤスリでみがく〔

5.点 検 基 準

5.1購入時の点検

点 検 項 目

観 山 倹

5.2 運転前の点検

点 検 要 ノよ

購入現ん!丁の確認

付属■与l-t,予備ぷ1のチェック

輸送中の損傷の有無

点 検 項 目

外 観 点 検

r火 付 電 磁 イ1

媒 作 ふ〔 験

絶縁机抗 測 定

点 検 要 点

据付二l二事の際の損傷有無

掛寸_Ⅰ二事の際のじんあいの清抑

吸着而の縞掃

臼盛調整プラグ設定値の確認

操作回路のチェック

手動ハンドルによる投入動作の確認

操作継電器の動作確認

無負荷開閉機作

主凹路導体と対地開

閉放状態の端十間

制御回路と大地閃

5.3 巡 視 点 検

通電小は遮断一器今体が帯電されているので絶体に触れないよう汁

点すること∩

い(検唄■-】 ピエ 検 要
′亡よ

遮

晰

㍑:さ

制

御

盤
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絶 縁 物

粘 性
_lニ

ケ‾r･

励 作11派

共のほかの典常

快打コイル用

電 流 計

開閉表示灯

じんあいの付着による汚損,湿気のイJ無

端/･,締付祁近傍の導体の変色

動作ト‾l塊の指ホ

輿′さi†音,典_弘

定格保持電流の確認

指示
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5･4 定期点検手入

じんあいの程度,負荷電流開閉ひん度に止こじて基.準年数を宝豆縮す

る｡

類

接触子の部分

普

通

点

検

千

人

細
締
点
検
手
入

5.5

保持電磁石

アークシュート

扶 作 部 分

般m御

絶縁抵抗測定

〓ロ
作動 盛

制

御 盤

臨時点検手入れ

点検手 入 要領

ワイプの点検,調整

吸着面の清掃

じんあい,金属粉の清掃

じんあいの清掃

各軸受ピンの注油

各スプリング

補助開閉器
オイルダッシュポットの制動力

の確認

操rF継電器の軸受ピンの注油

操作継電器の接点手人

主回路導体と対地間

開放状態の端子間

制御回路と大地問

試験コイルによる目盛値手三‾‾ッ
ク

操作継電器最小動作電圧測定

電流計の精度確認

-L二こ言止の定期点検のほかに次のような場如こほ臨時∴l検声人れをし
なければならない｡

拙作に不具を生じた
場介

巡視ノ点検による異常
を発見した場合

始終電流を遮断した
場合

f主荷電流を50回以_L
遮断した場合

負荷電流を500回以

_【二遮断した場合

定期点検手入れの項目のほか

最小投入電旺測定

最小保持電流測定

紳う常点検手入れ

アーク接触子の一子入れまたは触り搾え
アークシュートの描如

アーク接触丁ワイプ点検

アークシュートの泊揃

る.結 日

比上 =J二島速度遮断諾‡の構辻原吼保寸基準について述べた

が遮断持F拘謝生掛ま適切な保守点検を行なってはじめて良半月保止

されるものである〔

他用老各位においてほ構造,煉月一仰望解はもちろん肘､1:の重要性

を認識され,適切な椒り扱いが行なわれるようお願いする次第であ

る｡

付表1DClOOV操作日立高速度遮断器投入電流表

形 式

H】∋

()1MA またほ

01GMA

定㌍圧】
1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

1,500

定㌍流戸
1,000

2,000

3,000

4,000

6,000

8,000

(望ま亀響J慧歪晶イ～甥
64

7

〔
入
U

-

/～ノ

約
約
約
約
約
約

約1

約1

約1

約1

単位mm2
＼

挫人電流､＼､＼

30Alリ､下

50A 以下

75A u‾F

lOOA以‾F

電源より遮断器までの往復線長

50m以‾F rlOOm以下

竺竺吐
14

30

38

50

22

38

50

80

付表3 払t 度 上 昇

竺竺竺_し竺竺

且_+軋
(JEC-152抜すい)

場

≦汚 滝 部

接 触 子

り山 ノJ接 触)

;洋 体 桜 統 部

〕iヒ利用控耶J,且度与よ40℃とする｡

什ゴミ4

銀 接 触 の

錫またはほんだめ
互間

銀めっきまたは銀貼り相
互間

絶 縁

絶 縁

絶 結

H

温度上昇限度

60

40

75

40

60

65

40

50

65

70

105

耐電止i試験 (JEC-152抜すい)

加 口二 側

]二接触子正梯側

主接触子負市J倒

ま 持 わ く

軒百炎匠の唱･屯
部**

接 地 側

王接触子負極側

主接触子iE櫨側

操作装置の導電
部

わ
地

産石

く

部

蚕電

部

部

600V1750V

2,200V

1,500V

2,500V

1,500V

1,500V

5,500V

1,500V

*

二虫絶縁のものに限り行なう｡
**

操作装置の駕源を上回路より供給する場合は,導′竜部の一部として取り扱う｡
*榊

操作装置の導電部が遮断器本体に直接取り付けられた讃;分に限る｡
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